
令和６年度 アントレプレナーシップ教育推進モデル事業 新潟県教育委員会

三条市教育委員会 三条市立第二中学校学校支援型

実践のテーマ：ふるさとを愛し、よりよい社会づくりに主体的・協働的に参画する生徒の育成
～地域のよさを生かした、地域とともにつくる課題解決型学習を通して～

実践の概要
地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働的に取組み、互いのよさを生かし、よりよい社会をつくるために

 自ら参画しようとする態度を育成する。総合的な学習の時間において、課題解決型の取組を３年間系統立てた計画で実践する。

単元名：（１学年）職業講話（職業理解・表現型職業学習）…仕事を知り、働く意義を考え、表現する

職業学習
（ホップ）

職業ガイダンス・・・学習計画の説明・確認、レディネステスト
職業調べ・・・身近な人の職業、興味ある職業を調べ、まとめ発表する。（夏休み～２学期）

アントレ・スタート研修・・・講師による講演会（「働くことの魅力」など）
キャッチコピーを作ろう①…講師の話から講師を紹介するキャッチコピーを作り、発表会
職業講話・・・①課題提示…課題「事業所のキャッチコピーをつくろう」の提示

②職業講話…市内８カ所の事業を招き、２カ所を選択して前後半で講話視聴
キャッチコピーを作ろう②・・・担当する事業所について、キャッチコピーを作成

キャッチコピーを発表しよう・・・学級内で発表し相互評価する
キャッチコピーを送ろう…それぞれの事業所に作成したキャッチコピーを送り評価を受ける

→事業所を優秀作品を選出してもらい掲示

＜成果＞
・課題（キャッチコピーづくり）があることで、職業講話が聴くだけで終わ
らず、目的を持った「考える職業講話」となった。
・課題を通して、働くことへの思いや仕事の内容などを考えることが出
来た。

＜課題＞
・「キャッチコピー」自体の生徒への理解と職員の共通認識。
・事業所の選定と連絡。可能な限り、職員の負担を減らす。
・意識を高めるキャリパスポートの有効活用（ポートフォリオ、振り返りな
どで、職業意識などを育てる）

職業学習
（ステップ）

職業学習
（ジャンプ）



令和６年度 アントレプレナーシップ教育推進モデル事業 新潟県教育委員会

三条市教育委員会 三条市立第二中学校学校支援型

実践のテーマ：ふるさとを愛し、よりよい社会づくりに主体的・協働的に参画する生徒の育成
～地域のよさを生かした、地域とともにつくる課題解決型学習を通して～

実践の概要
地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働的に取組み、互いのよさを生かし、よりよい社会をつくるために

 自ら参画しようとする態度を育成する。総合的な学習の時間において、課題解決型の取組を３年間系統立てた計画で実践する。

単元名：（２学年）課題解決型職業学習…職業を学ぶ、地域（の魅力）を学ぶ

職業学習
（ホップ）

職場訪問・職場体験…事業所を訪問し、経営方針や理念を聞き、実際に仕事を体験・見学。さら
に、事業所から独自の課題を提示

アントレ・スタート研修・・・講師による講義・演習（「課題解決」について）
課題解決型職業学習①…課題解決に向けた組織づくり

 ②…課題解決案の検討及びPRの制作、解決案の中間報告書を作成
 ③…中間報告会…各事業所に計画案を提案し指導・助言を受ける
 ④…学級内発表…生徒間で相互評価

課題解決型職業学習⑤…プレゼンテーション
事業所の代表及び講師を招いて発表会、指導・講評

＜成果＞
・課題解決の道筋を理解し、仲間と協力しながら、解決案やPR動画を作
成することで、課題解決力、コミュニケーション力の育成が図れた。
・課題解決ということで、単なる職場訪問・職場体験にとどまらず、解決
案作成に向けて、情報収集や活用力、創造力の育成につながった。

＜課題＞
・協力してくださる事業所の選定。取組の趣旨の理解、さらには実際の
活動への協力が可能な事業所が必要。
・目的・ねらいを生徒に明確にし、取組での自分の成長を自分で見とり、
次に生かせる振り返りの必要性。（キャリアパスポートの有効活用）

職業学習
（ステップ）

職業学習
（ジャンプ）
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実践のテーマ：ふるさとを愛し、よりよい社会づくりに主体的・協働的に参画する生徒の育成
～地域のよさを生かした、地域とともにつくる課題解決型学習を通して～

実践の概要
地域の人、もの、ことについての探究的な学習に主体的・協働的に取組み、互いのよさを生かし、よりよい社会をつくるために

 自ら参画しようとする態度を育成する。総合的な学習の時間において、課題解決型の取組を３年間系統立てた計画で実践する。

単元名：（３学年）課題解決型地域学習…生き方を考える、地域（社会）を考える

職業学習
（ホップ）

アントレ・スタート研修①…地域学習スタート研修＝「ふるさと三条とは」
三条市で活躍される起業家（今後の指導者）による講演会

アントレ・スタート研修②…講師による講義・演習（「課題解決について」）
課題解決型地域学習（「三条市幸せプラン」）

①…課題発見と解決に向けた組織づくり
②…新規事業案の協議・作成（中間で、実地調査なども）
③…中間検討会…指導者に新規事業計画を提示し、指導・助言をもらう
④…学級内発表…生徒間で相互評価

課題解決型地域学習⑤…プレゼンテーション
指導者及び保護者を招いて発表会、
生徒、保護者及び教員による模擬投資、指導者による審査・講評

＜成果＞
・ふるさと三条の再発見という、身近な地域の問題を考えることができ、
地域への問題意識、さらには社会への意識の高揚を図れた。
・課題発見、課題解決と道筋を定めた活動を、生徒は、当初難航したが、
興味深く取り組み、。

＜課題＞
・「ふるさと三条」をより知るための工夫（例、カテゴリー別の講演・研修）
・事業案検討や中間検討会における、指導者以外のメンターの必要
・事業案をさらに社会実相するための工夫（例、事業案の関係機関や関
係事業等への事前提案と評価）

職業学習
（ステップ）

職業学習
（ジャンプ）
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